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油水分離自動回収装置 オイルトリック

エコストリーム 検索

ご使用方法は メンテナンスは 設置条件は
設置の際に、使用用途に応じて調整をいたします。
その後のご使用に関しては、基本的に電源のON／
OFFのみ。難しい操作はありません。数週間に1回
程度の簡単なメンテナンスだけで運用できます。

独自開発のシンプル構造ですので、メンテナン
スはとても簡単。また、頑強な造りのため壊れに
くく、連続運転性能も高くなっています。

グリストラップ設備の近くに設置することをおす
すめしますが、現場の条件で設置が難しい場合
は、配管を延長いたしますのでご相談ください。

設置作業風景

特許出願中

1カ月半～3カ月程度

ご利用の用途・規模などに応じて、最適な仕
様にて「オイルトリック」を製造いたします。
そのため、導入・稼働開始まではお問い合
わせから1カ月半～3カ月程度のお時間を
いただいております。

（仕様によって導入までの期間が変わります）

導入までの流れ

お問い合わせ
1

用途・場所の
確認

2
現場確認
3

お見積もり
4

ご契約
5

制作・設置
運転設定

6
稼働開始
7

型番

K-OT300
K-OT500
K-OT850

サイズ[cm]

W1198／D454／H550　
W1130／D454／H830　
W1130／D454／H1075

重量[kg]

60
65
70

仕様・外形図

処理能力　

回収対象物

回収方式

制御

安全装置

電源

ポンプ

液面加熱ヒーター

ローラー用モーター

装置本体（材質）

32L/min

各種油、他、浮遊物

オーバーフローによる、ローラ回収方式

自動運転・タイマーセットにより繰り返し自動運転

漏電ブレーカー、過負荷装置、温度センサー

AC：100V

ダイヤフラムポンプ 24DC

700W　0℃―100℃ 調整可能

100V　25W

SUS304（制御盤、ポンプを除く）
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ご要望に応じてさまざまな仕様にてご対応いたします。
まずはお問い合わせください。



低電力設計！！

3

油脂回収率が高い
ローラーによるシンプル回収構造特許出願中

オイルトリック導入で得られる7つのメリット

自動で油分を分離回収するので・・・

効率的な自動運転

ランニングコスト・
運用コストを軽減

油脂分が再利用可能な
有価物に

薬品・微生物などは一切不使用

飲食店やコンビニ・スーパー、各種施設の食堂や水産加工・食品加工工

場などに、設置が義務付けられているグリストラップ設備内の油脂分を

自動で回収する油水分離装置です。他社の油水分離装置とはまったく

異なる手法で油脂分を回収するため、含水率が低く、これまで産業廃棄

物としてコストをかけて廃棄していたものが、再利用可能な燃料や原料

として業者が買い取る“有価物”となります。

汚い・臭い・きついなどの
人的労力から解放
頻繁に行わなければならない
グリストラップ内の清掃を自動
化することで、人的労働が削
減するとともに、常に清潔に。

悪臭・害虫発生の
原因を根絶

グリストラップ内を常に清潔な
状態に維持できるので、スカム
（油脂汚泥）が溜まることなく、
悪臭・害虫発生の原因を除去。

維持管理コストの
削減

グリストラップ内の清掃作業が
不要になるため、清掃費のコス
トがかからないうえ、オイルト
リックの運用コストは安価。

浄化槽・下水道への
油脂分流出をストップ
高い油脂分離能力で油脂分
を回収。浄化槽・下水道の配
管のつまりも防止でき、環境
にも配慮。

装置の稼働時間と休止時間を自由に設定す
ることができるため、効率的な自動運転によ
る回収を実現します。

油脂分を分解する薬品や微生物な
どは使用せず、シンプルな構造で
油脂分を回収するので安全です。

オイルトリックのランニングコストは、設備を
動かす電気代のみ。シンプルな設計により
電気代も安く収まります。また、グリストラッ
プ内の清掃作業が不要になるため、運用コス
トを軽減することが可能に。

油脂分の含水率が低いため、回収した油脂分
は廃棄物ではなく燃料や原料として再利用
が可能となります。コストをかけて廃棄する
はずの油脂分が有価物となります。
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壊れない、メンテも簡単
シンプルな構造のため、壊れにくくメンテもしやすいのが特徴で、コスト
を抑えることができます。
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環境に配慮
油脂分回収率が高いため、下水道に排出する
排水には、ほとんど油脂分が含まれません。

7

悪臭・害虫が発生しない
排水を一旦堰き止めて置くだけのグリストラップ
をそのまま放置しておくと、スカム（油脂汚泥）が
溜り、悪臭や害虫の発生要因となります。自動回
収装置で常に清潔に保つことができます。
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油水分離自動回収装置 オイルトリック

K-OT

水面に集めた油脂・浮遊物は、樹脂製の油脂
回収ローラーに付着し、ヘラ状のシューター
によって回収されます。

グリストラップ
排水口

ダイヤフラム・ポンプ

油水分離槽

ヒーター

樹脂製ローラー
油回収用
シューター口

スキマー

オイルトリック

油脂分・浮遊物を含む排水 油脂分・浮遊物
油脂分・浮遊物を除去した排水 水分

グリストラップ内に設置したスキマーが、油脂
分・浮遊物混入排水を吸い込み、オイルト
リックに送り込みます。

1

オイルトリックの下部から上部に排水が浮上
する際に生じる、油脂分と水分の比重差に
よる浮上速度差を利用して油脂・浮遊物を
水面に集めます。

2
水分はローラー手前の隙間
に流れ落ち、油脂分だけが
ローラーに付着するため、
油脂分の含水率を低く抑え
ることが可能となります。

低気温による油脂分の凝固
をヒーターの熱で防ぎます。

消費電力量の少ないポン
プを使用しているため、電
気代は安価です。

回収されなかった油脂分・
浮遊物は、水とともにグリ
ストラップに戻ります。

ダイヤフラム・ポンプに
よってスキマーが上下し
ながら、油脂分・浮遊物が
混入している一定量の排
水をオイルトリックに送
り込みます。
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稼働 休止 稼働 休止 稼働 休止

油脂分・浮遊物がグリストラップに
溜まってくるタイミングで
稼働するよう設定

例：水産加工場でのランニングコストは
1,000円／月 前後

稼働時間の最適化によって
コストダウン！

2

1




